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１１．県内主要河川の遡上可能性について 

 本編 9 章では、荒川における津波河川遡上について検討した。 

ここでは、県内のその他の主要河川の津波河川遡上可能性について検討した。11.1

節では、利根川について既往資料を整理すると共に、簡易的な手法により利根川の河

川遡上について検討した。11.2 節では、江戸川について既往資料を整理した。 

これらの資料を踏まえると、いずれの河川についても、津波の河川遡上範囲が埼玉

県内に及ぶ可能性は低いと想定される。 

 

11.1 利根川の河川遡上可能性について 

11.1.1 既往資料の整理 

 茨城県1によりまとめられている関東地方太平洋沿岸における津波被害は以下のと

おりである。 

                                                   
1
 茨城県ホームページ：津波浸水想定について 平成 24 年 8 月 24 日

http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/doboku/01class/class06/kaigan/tsunamisinnsui/l2shinsui.html （平成 26

年 1 月 19 日確認） 
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図 11.1.1-1(1) 既往資料による津波地震 

（茨城県 HPより） 
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図 11.1.1-1(2) 既往資料による津波地震 

（茨城県 HPより） 
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図 11.1.1-1(3) 既往資料による津波地震 

（茨城県 HPより） 



127 

11.1.2 津波痕跡高 

 先に示した津波地震のうち、茨城県から千葉県にかけての過去の最大クラスと考え

られている 1677 年 延宝房総地震に関する津波痕跡調査結果を下記に示す。これによ

れば、銚子（利根川河口）での津波高は 4～5m となっている。 

 

 

図 11.1.2-1 延宝房総地震に関する津波痕跡調査結果 

羽鳥（1975）2
,地震研究所彙報 Vol.50,pp.83-91 

 

  

                                                   
2
 羽鳥徳太郎（1975）：元禄・大正関東地震津波の各地 の石碑・言い伝え, 地震研究所彙報

Vol.50,pp.83-91 



128 

11.1.3 東日本大震災による津波高及び河川遡上範囲 

 気象庁による「平成 23 年 東北地方太平洋沖地震」の観測地点における津波高を下

記に示す。 

これによると検潮記録による津波高は銚子で 2.5m、やや北部の大洗で 4m とされてい

る。 

 

 

表 11.1.3-1 日本国内の 

津波観測施設で観測された津波の観測値 

  

引用：災害時地震・津波速報 平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震,気象庁 HP  

図 11.1.3-1 国内の津波観測施設で

観測された津波の高さ 
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また、地震後の調査により推定された茨城県・千葉県の津波高を下記に示す。銚子

周辺での 3.7m～6.6m の津波高（遡上高）が推定されている。 

 

 

 

図 11.1.3-2 地震後の津波高調査結果 

引用：災害時地震・津波速報 平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震,気象庁 HP  
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一方、主要河川における津波遡上範囲については、「H23 年（2011 年）東北地方太平

洋沖地震による河川被災状況（関東）［第 8 報］」（国土交通省 関東地方整備局河川部

（H23.11.1））で下記の様にまとめられている。 

 

表 11.1.3-2 直轄河川の津波遡上範囲 

 

 

 

図 11.1.3-3 津波遡上範囲 

引用文献：国土交通省 関東地方整備局河川部（H23.11.1）,H23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地

震による河川被災状況（関東）［第 8 報］ 

  

利根川 太田新田 16.5k 

利根川河口堰 18.5k 常陸川水門 18.5k 

行徳可動堰 3.3k 

秋ヶ瀬堰 35.0k 

調布取水堰 13.3k 

久慈川 額田 11.6k 

那珂川 下国井 19.7k 

荒川 笹目橋 28.4k 

江戸川 可動堰 2.95k 

多摩川 田園調布下 13.2k 

鶴見川 亀の子橋 13.8k 

久慈川 榊橋 6.2k 
最大偏差 2.86m 

那珂川 湊大橋 1.1k 
最大偏差 2.09m 

利根川 銚子 0.71k 
最大偏差 2.46m 

鶴見川 芦穂橋 1.8k 

最大偏差 1.15m 

多摩川 河口 0.09k 
最大偏差 0.95m 

江戸川 妙典 0.08k 
最大偏差 1.07m 

荒川 南砂 0.63k 
最大偏差 0.82m 
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11.1.4 茨城県被害想定 

茨城県による浸水想定結果（茨城県、H24.8）を下記に示す。 

図は東北地方太平洋地震による実際の浸水域図である。先に示した河川遡上範囲は

利根川河口堰（18.5K）であるが、浸水範囲はそれよりも下流までである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11.1.4-1 「平成 23年 東北地方太平洋沖地震」での浸水範囲実績 

（茨城県 HPより） 
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また、茨城県が実施した津波浸水シミュレーションの結果を下記に示す。 

この結果によれば、最悪の条件（土堤沈下、水門・堰など破壊）では利根川河口堰

を越えて上流まで浸水する結果となっているが、浸水深は 1m 前後で範囲は限定的で

ある。 

 

 

図 11.1.4-2 茨城県浸水想定結果 

（最大クラス、茨城県 HPより、H24.8）  
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図 11.1.4-3 茨城県浸水想定結果 

（最大クラス、茨城県 HPより、H24.8） 
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図 11.1.4-4 茨城県浸水想定結果 

（最大クラス、茨城県 HPより、H24.8） 
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図 11.1.4-5 茨城県浸水想定結果 

（最大クラス、茨城県 HPより、H24.8）  
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11.1.5 簡易試算結果 

 簡易推定式（津波河川遡上解析の手引き（（財）国土技術研究センター）3）を用い

ての推定津波高の試算結果を下記に示す。 

 この結果によれば、河口津波高 5m では 42.5km、河口津波高 10m では 67.4km まで

津波の影響が及ぶと考えられる。 

 

 

〇 計算条件 

・ ソリトン分裂：考慮しない 

・ 河口における津波高：5m、10m 

・ 河口における水深：4.2m 

・ 河川勾配：1/6000 

 

 

図 11.1.5-1 推定津波高 

（上段：河口津波高 5m、下段：河口津波高 10m）  

                                                   
3 津波河川遡上解析の手引き（（財）国土技術研究センター） 
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11.1.6 検討結果 

○ 既往地震による沿岸津波高 

・ 関東地方太平洋側に被害を及ぼす津波地震の確認を行った結果、1677 年延宝房総

地震が最大クラスと考えられる。津波痕跡記録による本地震による沿岸津波高は

4~5m である。 

 

○ 2011年 東北地方太平洋沖地震による沿岸津波高及び河川遡上範囲 

・ 検潮記録による津波高は銚子で 2.5m、やや北部の大洗で 4m とされている 

・ 地震後の調査による、銚子周辺では 3.7m~6.6m の津波高が推定されている。 

・ 河川遡上範囲は、利根川河口堰（18.5K）まで。 

 

○ 茨城県による浸水予測結果 

・ 想定地震：1677 年延宝房総地震（※波源モデルは県設定） 

・ 計算条件：最悪の条件（土堤沈下、水門・堰など破壊） 

・ 計算結果：利根川河口堰を越えて上流まで浸水するが、浸水深は 1m 前後で範囲は

限定的。 

 

○ 簡易式による推定津波高 

・ 津波の影響が及ぶと考えられる範囲は、河口津波高 5m で 42.5km 程度（千葉県香

取市佐原）、河口津波高 10m で 67.4km 程度（千葉県印旛郡）まで。 

 

 

以上より、現状想定し得る波源を用いての条件において、利根川の津波河川遡上が

埼玉県内に有意な被害を及ぼすことは考えにくいと言える。 
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11.2 江戸川の河川遡上可能性について 

11.2.1 東日本大震災による津波高及び河川遡上範囲 

 気象庁による「平成 23 年 東北地方太平洋沖地震」の観測地点における津波高を下

記に示す。 

これによると検潮記録による津波高は東京湾内の千葉、東京晴海で 0.8m とされている。 

 

表 11.2.1-1 日本国内の 

津波観測施設で観測された津波の観測値 

 

引用：災害時地震・津波速報 平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震、気象庁 HP  

図 11.2.1-1 国内の津波観測施設で

観測された津波の高さ 
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一方、主要河川における津波遡上範囲については、「H23 年（2011 年）東北地方太平

洋沖地震による河川被災状況（関東）［第 8 報］」（国土交通省 関東地方整備局河川部

（H23.11.1））で下記に様にまとめられている。 

 

表 11.2.1-2 直轄河川の津波遡上範囲 

 

 

 

引用文献：国土交通省 関東地方整備局河川部（H23.11.1）、H23 年（2011 年）東北地方太平洋沖

地震による河川被災状況（関東）［第 8 報］ 

図 11.2.1-2 津波遡上範囲  

利根川 太田新田 16.5k 

利根川河口堰 18.5k 常陸川水門 18.5k 

行徳可動堰 3.3k 

秋ヶ瀬堰 35.0k 

調布取水堰 13.3k 

久慈川 額田 11.6k 

那珂川 下国井 19.7k 

荒川 笹目橋 28.4k 

江戸川 可動堰 2.95k 

多摩川 田園調布下 13.2k 

鶴見川 亀の子橋 13.8k 

久慈川 榊橋 6.2k 
最大偏差 2.86m 

那珂川 湊大橋 1.1k 
最大偏差 2.09m 

利根川 銚子 0.71k 
最大偏差 2.46m 

鶴見川 芦穂橋 1.8k 

最大偏差 1.15m 

多摩川 河口 0.09k 
最大偏差 0.95m 

江戸川 妙典 0.08k 
最大偏差 1.07m 

荒川 南砂 0.63k 
最大偏差 0.82m 
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11.2.2 千葉県被害想定 

 千葉県による対象地震の痕跡高及び波源モデル（千葉県、H24.3
4）を下記に示す。 

 

図 11.2.2-1 延宝地震（1677）と元禄型関東地震（1703）の津波痕跡記録図 

                                                   
4
 千葉県（2012）：平成 23 年度東日本大震災千葉県津波調査業務委託報告書（概要版）

http://www.pref.chiba.lg.jp/bousaik/tsunamityosa/h23houkoku.html（平成 26 年 1 月 19 日確認） 
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図 11.2.2-2 延宝地震（1677）と元禄型関東地震（1703）の 

すべり量分布図と初期地盤高変動量分布図 
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前述の波源のうち、東京湾側への影響が大きい元禄型関東地震の津波浸水シミュレ

ーションの結果を下記に示す。 

この結果によれば、最悪の条件でも江戸川沿いの堤防を越流することはない。高水

敷きの浸水深も、旧江戸川との合流地点より下流のみと範囲も限定的である。 

 

図 11.2.2-3 千葉県浸水想定結果（元禄型関東地震、千葉県 HPより、H24.3） 
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図 11.2.2-4 千葉県浸水想定結果 

（最大クラス、千葉県 HPより、H24.3） 



144 
 

表 11.2.2-1 千葉県浸水想定結果（元禄型関東地震、千葉県 HPより、H24.3） 
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以下には東京湾口（洲崎）に 10m の津波が襲来した場合のシミュレーション結果を

示す。 

先に示した元禄型関東地震の結果よりも浸水面積は広がっているが、江戸川沿いの

堤防を越流することはなく、高水敷への浸水も東京都江戸川区～千葉県市川市の JR

総武線より上流では生じていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11.2.2-5 千葉県浸水想定結果（最大クラス、千葉県 HPより、H24.3）  
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11.2.3 検討結果 

○ 既往地震による沿岸津波高 

・ 千葉県により整理された結果によれば、江戸川（東京湾内）に被害を及ぼす最大

クラスの津波地震は 1703 年元禄型関東地震。津波痕跡記録による船橋での沿岸

津波高は 2m である。 

 

○ 2011年 東北地方太平洋沖地震による沿岸津波高及び河川遡上範囲 

・ 検潮記録による津波高は東京湾内の千葉、東京晴海で 0.8m とされている 

・ 河川遡上範囲は、行徳可動堰（3.3K）まで。 

 

○ 千葉県による浸水予測結果（1） 

・ 想定地震：1703 年元禄型関東地震（※波源モデルは県設定） 

・ 計算条件：最悪の条件（土堤沈下、水門・堰など破壊） 

・ 計算結果：江戸川の堤防を越えることは無い。高水敷きは浸水するが浸水深は数

十 cm で、範囲は旧江戸川合流地点より下流側。 

 

○ 千葉県による浸水予測結果（2） 

・ 想定地震：東京湾口 10m 津波（※波源モデルは県設定） 

・ 計算条件：最悪の条件（土堤沈下、水門・堰など破壊） 

・ 計算結果：江戸川の堤防を越えることは無い。高水敷きは元禄型関東地震の結果

よりは浸水するが、範囲は JR 総武線より下流側。 

 

 

以上より、現状想定し得る波源を用いての条件において、江戸川の津波河川遡上が

埼玉県内に有意な被害を及ぼすことは考えにくいと言える。 

 

 


